
公共施設のコスト計算書

【施設】

本館、宿泊棟、研修棟、天体観測棟、野外活動棟等

敷地面積　256,800.27㎡

延床面積　　　8,553.64㎡

【職員の状況】 令和6年3月31日現在

正規職員12名　会計年度任用職員2名　　計14名

公益財団法人香川県児童・青少年健全育成事業団五色台事業所職員

嘱託職員2名　　計2名

●県債残高（R6.3.31現在）

【行政コスト】 令和 5 年度 (千円） 千円

（年間利用者数）

(年間利用団体数）

●コスト指標

【収入項目】 (利用者1人当たりのコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況

25,949円

R4 15,234円

21,070

R3 106団体

R4 107団体

　新型コロナウイルス感染症の「5類感染症」移行に伴い、年間利用者数が同感染症感染拡大前の令和元年度の85％程度まで回
復し利用者1人当たりの行政コストも前年度より減少したが、少子化に伴う生徒数の減少により集団宿泊学習利用者数が減少して
いるため、その他の学校行事や一般団体の利用を積極的に受け入れている。利用者の利用環境を整えるため新型コロナ禍で控え
ていた施設の修繕整備等を行うとともに、施設利用者が充実した野外活動、フィールドワークを体験できるように活動プログラムの
ブラッシュアップ、指導員の研修等を実施した。

R5 12,631円

R5 99団体

R3

R3 8,694人

R4 13,496人

R5 21,440人

利用料金

高校生（学校行事等）

一般

915,884

●利用の状況

国庫支出金

一般財源

使用料

930円

340（250）円

440（360）円

520（440）円

施設名 香川県立五色台少年自然センター

所在地 高松市生島町423 供用開始年度 昭和46年度

施設の種類 社会教育施設

整備事業費 施設の概要

施設運営方法 一部委託：委託内容（施設及び設備の維持管理業務、給食管理等業務、利用者の送迎業務）

施設設置根拠 香川県立五色台少年自然センター条例

設置目的 自然の環境の中で行う集団宿泊学習、野外活動等を通じ、青少年の心身の健全な育成を図ることを目的とする。

項目 増減前年度

1,105,776千円

1,070,776千円

35,000千円

小学生以下（学校行事等）

中学生（学校行事等）

14,332

191,264

12,732

△ 1,205

25,576

39,627

65,203

4,5061,600

103,089

2,322

2,322

31,676

25,792

5,949

1,71972,113

205,596

67

100,185

100,185

33,460

67

32,881

50.4%

0.9%

29,215

1,761

12.5%

14.7%

85.3%

0.9%

100.0%

2.3%

県単独負担額　①－② 230,891

当該年度 構成比

36.6%

12.1%

48.7%

20.3%

2.8%

27.3%

計　②

6,106

33,802

39,908

使用料・手数料

その他

国庫支出金

人にかか
るコスト

物件費

人件費

退職給与引当金繰入等

物にかか
るコスト

55,007

7,710

73,832

131,861小計

公債費（利子のみ）

2,389小計

維持補修費

減価償却費

その他

行政コスト合計　①

98,980

32,881

小計

270,799

136,549

その他

2,389
その他の
コスト

行政コスト計算書

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000

令和3年度

令和4年度

令和5年度

使用料 61円 県負担額 25,137円 その他収入 751円

行政コスト 12,631円

行政コスト 25,949円

利用者1人当たりのコスト負担の状況

使用料 285円 県負担額 10,769円 その他収入 1,577円

使用料 119円 県負担額 14,172円 その他収入 943円 行政コスト 15,234円


